
1 ）気温5℃以下、湿度80％以上、また強風、降雨、降雪が予想される場合は塗装を中止してく
ださい。

2）素地のアルカリ度はpH10以下、表面含水率は10％以下（ケット科学社製CH-2）、または
5％以下（ケット科学社製HI-500シリーズ：コンクリートレンジ）の条件で塗装してください。

3）塗り替えの場合、旧塗膜の劣化が著しいときは、サンダー・ワイヤーブラシ等でぜい弱な塗
膜を除去し高圧水洗を行ったのち、1日乾燥後塗装してください。

4）使用前に塗料を均一にかき混ぜてください。特に濃色系塗料は長く放置されると容器内で
分離（顔料沈降）することがありますので、十分攪拌の上、ご使用ください。

5 ）押出成型板、GRC板などの緻密な素材には、溶剤系エポキシシーラー（マルチタイル
コンクリートプライマーEPO、浸透形Mシーラー、アレスダイナミックシーラーマイル
ド）をご使用ください。

6）軽量モルタル、ALCパネル、高断熱型窯業サイディングおよび発泡ウレタンなどを使用し
た壁断熱工法などの「高断熱型外壁」を塗り替える際、旧塗膜が溶剤系アクリルトップであ
る場合は蓄熱や水の影響、塗装後の環境などいくつかの条件が重なることで、塗膜のふく
れが生じることがあります。旧塗膜をラッカーシンナー拭きして簡単に塗膜が再溶解する
場合は、下塗りに「マルチタイルコンクリートプライマーEPO」を塗装してください。

7 ）ハケ塗りで補修塗りを行う際、ローラー塗りとの仕上がり肌や希釈率の違いによる色相差
が生じることがありますのでご留意ください。

8）雨が直接かからない面や笠木などの水切りが施されていない部位など、建物の形状により
低汚染性が十分に発揮できない場合があります。

9 ）合成皮革、ゴムパッキン、塩化ビニル製品などと塗膜の接触は避けてください。可塑剤の
ブリードによる粘着が起こる場合があります。

10）シーリング面への塗装は極力避けてください。汚染や粘着、ワレの原因となります。やむ
をえず塗装する場合には、ノンブリードタイプのシーリング材を用いることとし、「シープ
ラ」または「マルチタイルコンクリートプライマーEPO」をバインダーとして挟むことで不
具合を軽減することができます。

11）塗装用具などの洗浄の際、上水で落ちにくい場合はラッカーシンナーを用いてください。
12）汚れ、傷などにより補修塗りが必要な場合がありますので、使用塗料の控えは必ずとってお
き、同一塗料、同一ロット、同一塗装方法で補修塗装をしてください。
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エフロ・レイタンス・ゴミ・汚れなどは、ワイヤーブラシ・サンドペーパー・ウエスを
使用して除去し、乾燥した清浄な面とする。
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